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第35回奈良市社会福祉協議会総会を開催
令和元年度賛助会員のご紹介
「なら高齢者・障がい者なんでも相談会」開催！！
「地域の支え合いフォーラム」を開催します
生活支援コーディネーター、地域で活動中！
ひきこもりの問題を考える！
～８０５０問題ってご存知ですか～
オータム・アミーゴ・フィエスタ2019を開催しました

　
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人
奈
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
　

会
　
長
　
福
井
　
重
忠
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
当
会
の
第
35
回
総
会
を
皆
さ
ま
の
ご
参
加
の
も
と
盛
会
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
56
年
ぶ
り
に
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
あ
り
、
期
待
と
興
奮
が

高
ま
る
年
で
あ
り
ま
す
。
本
会
に
お
い
て
も
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
こ
の
新
し
い
時
代
を
進
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔写真提供：奈良市観光協会（東大寺中門）〕
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令和元年度
賛助会員のご紹介

総会にご出席下さった

賛助会員のみなさま

ありがとうございました！！

（10月末日現在のご加入会員です）

【五十音順】
・井田商店
・お弁当のしあわせ家
・㈱カームネススマイル
・㈱ガラージュモリ
・㈲川上土地建物
・共同精版印刷㈱
・百済書房
・グループホームどんぐり
・㈱ココすまいる

・㈾佐保・福祉総合相談センター
・シンレキ工業㈱関西事業所
・セントラルビジネス㈱
・センナリフーズ㈱
・大和証券㈱
・戸尾建築設計事務所
・奈良交通㈱
・㈱奈良事務機
・奈良豊澤酒造㈱
・奈良ヤクルト販売㈱

・㈱南都銀行
・野村證券㈱奈良支店
・㈱梅松園
・ヒューマンヘリテージ㈱
・㈱堀川工務店
・ミック登美ヶ丘
・㈱八州エイジェント
・遊食彩ＫＯＮＩＳＨＩ
・㈱ヨシケイ・ライブリー
・MS奈良㈱

井上 雅雄氏
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令和元年１１月22日（金）

　総会では、永年にわたり地域や施設・団体等で福祉活動にご尽力されている方々への表彰状が贈呈されま
した。また、東近江圏域働き・暮らし応援センター “Tekito–”センター長の野々村光子氏をお招きし『彼ら
と地域の１０年後をみつめる～その人らしい働き、暮らしの応援～』と題した記念講演を行いました。

１
．
地
区
社
協
の
役
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
德
家
　
　
眞
（
月
ヶ
瀬
地
区
）　
　
　
稲
森
　
源
治
（
月
ヶ
瀬
地
区
）　
　
　
礒
谷
　
好
子
（
二
名
地
区
）

　
　
上
野
　
嘉
子
（
二
名
地
区
）　
　
　
　
民
辻
　
昌
子
（
二
名
地
区
）　
　
　
　
石
川
　
税
子
（
二
名
地
区
）

　
　
山
本
　
昌
子
（
学
園
三
碓
地
区
）　
　
内
山
　
寛
子
（
大
安
寺
西
地
区
）　
　
中
西
左
納
子
（
精
華
地
区
）

　
　
奥
城
　
久
壽
（
狭
川
地
区
）　
　
　
　
荻
田
　
精
吾
（
柳
生
地
区
）　
　
　
　
中
西
由
紀
子
（
都
祁
地
区
）

２
．
永
年
に
わ
た
り
更
生
保
護
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
川
上
　
茂
子
　
　
　
　
田
中
　
和
代
　
　
　
　
山
岡
　
義
昭

３
．
社
会
福
祉
に
関
す
る
奉
仕
活
動
を
永
年
に
わ
た
り
実
施
し
、
そ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
及
び
団
体

　
　
小
野
加
代
子
　
　
中
島
　
叙
恵
　
　
森
　
　
恭
子
　
　
駿
河
美
千
代
　
　
福
西
眞
智
子
　
　
土
井
千
代
美

　
　
河
内
ゆ
か
り
　
　
住
田
　
貞
子
　
　
山
田
　
弘
子
　
　
西
田
　
初
子
　
　
稲
荷
久
美
子

　
　
奈
良
市
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｈ
Ｐ
な
ら
し
　
　
好
縁
会
　
　
世
話
人
の
会

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
　
　
キ
タ
ロ
ー
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

　
　
交
楽
館
女
声
合
唱
団
ア
ン
ダ
ン
テ
　
　
講
談
東
流
斎
三
鬼
　
　
こ
の
指
と
ま
れ
21
　
　

　
　
子
育
て
支
援
ア
ン
テ
ィ
ー
ズ
　
　
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｒ―

あ
お
に
よ
し
　
　
お
や
♡
つ
　
　

　
　
喫
茶
シ
ャ
ロ
ー
ム
Ⅱ
　
　
サ
ポ
ー
ト
21
・
な
ら
　
　
高
の
原
レ
フ
ア
　
　
奈
良
吹
奏
楽
団

　
　
男
声
合
唱
団
コ
ン
パ
ー
レ
わ
か
く
さ

４
．
福
祉
団
体
の
役
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
長
田
佐
枝
子
（
奈
良
市
遺
族
会
）

５
．
福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
務
め
ら
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
中覀幸
有
里
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
村
上
　
　
悟
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
一
井
　
志
帆
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）

　
　
椋
木
　
賢
二
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
角
谷
　
文
代
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
森
浦
　
佳
憲
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）

　
　
上
田
　
通
弘
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
峠
　
　
佳
世
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
清
水
　
瑞
希
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）

　
　
泉
　
喜
美
代
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
森
本
美
紀
子
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
尾
平
真
奈
美
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）

　
　
水
口
　
英
才
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
甲
谷
　
裕
子
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）　
森
本
波
津
子
（
都
祁
す
ず
ら
ん
苑
）

　
　
大
槻
　
　
翔
（
極
楽
坊
保
育
園
）　
　
東
田
　
直
子
（
極
楽
坊
保
育
園
）　
　
髙
垣
　
恭
子
（
極
楽
坊
保
育
園
）

　
　
矢
追
　
法
亮
（
大
倭
滝
の
峯
荘
）　
　
宮
本
　
優
美
（
佐
保
苑
）　
　
　
　
　
山
中
　
千
幸
（
仔
鹿
園
）

　
　
辻
　
　
真
弘
（
仔
鹿
園
）　
　
　
　
　
千
葉
　
葉
子
（
万
葉
福
祉
会
）　
　
　
平
田
　
　
愛
（
万
葉
福
祉
会
）

　
　
松
井
　
美
穂
（
万
葉
福
祉
会
）　
　
　
長
谷
川
美
帆
（
万
葉
福
祉
会
）　
　
　
山
田
　
和
雄
（
万
葉
福
祉
会
）

　
　
西
岡
　
文
香
（
万
葉
福
祉
会
）　
　
　
德
丸
　
　
智
（
和
楽
園
）　
　
　
　
　
土
井
　
　
拓
（
和
楽
園
）

　
　
西
脇
　
佳
奈
（
和
楽
園
）　
　
　
　
　
横
川
　
昌
代
（
和
楽
園
）　
　
　
　
　
佐
田
　
成
海
（
大
倭
安
宿
苑
）

　
　
青
山
　
元
子
（
大
倭
安
宿
苑
）　
　
　
西
野
　
正
幸
（
大
倭
安
宿
苑
）　
　
　
水
谷
　
祐
次
（
大
倭
安
宿
苑
）

　
　
伊
藤
　
信
子
（
大
倭
安
宿
苑
）　
　
　
山
﨑
由
紀
子
（
大
倭
安
宿
苑
）　
　
　
柳
本
　
光
晴
（
大
倭
安
宿
苑
）

　
　
大
屋
　
晴
巳
（
大
倭
安
宿
苑
）　
　
　
畑
峯
　
　
彩
（
平
城
園
）　
　
　
　
　
上
島
　
典
子
（
平
城
園
）

　
　
野
澤
智
恵
子
（
な
ら
や
ま
園
）　
　
　
黒
川
　
洋
次
（
な
ら
や
ま
園
）　
　
　
栗
木
　
啓
行
（
な
ら
や
ま
園
）

　
　
岡
本
菜
津
実
（
な
ら
や
ま
園
）　
　
　
土
肥
　
将
幸
（
な
ら
や
ま
園
）　
　
　
原
　
健
太
郎
（
な
ら
や
ま
園
）

　
　
林
　
　
幸
恵
（
な
ら
や
ま
園
）　
　
　
辻
　
枝
里
子
（
な
ら
や
ま
園
）　
　
　
中
條
　
陽
子
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）

　
　
浅
利
　
武
弘
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）　
藤
井
　
友
香
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）　
福
林
　
真
帆
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）

　
　
梶
野
　
理
恵
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）　
杉
本
　
佳
世
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）　
塚
本
千
賀
子
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）

　
　
小
林
　
享
子
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）　
髙
井
　
愛
子
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）　
馬
場
　
実
穂
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）

　
　
若
林
　
麻
友
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）　
石
橋
　
洋
子
（
奈
良
社
会
福
祉
院
）掲

載
辞
退
者
16
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

毎日の生活の中で、法律や福祉について困ったことや悩んでいることはありませんか？
　奈良の福祉に関係する専門職の集まり「けんりようご・ねっと奈良」では平成29年12月から県内の弁護士、司法書士、社会
福祉士、精神保健福祉士、税理士、社会保険労務士、行政書士等の多職種が集い様々なテーマで勉強会を開いています。
　「けんりようご・ねっと奈良」の新たな取り組みとして、この度【高齢者・障がい者なんでも相談会】を開催します。上記の専
門職がコンビを組み、一緒にワンストップで無料相談を行います。併せて、全国に広がる「なんでも相談会」の先駆者である井
上雅雄弁護士による講演を行います。当事者の方だけでなく、支援者の方もぜひお越しください！

「地域の支え合いフォーラム2019」開催!!
　さまざまな生きづらさを抱えていても、一人ひとりが尊
重され、その本人に合った形での社会参加が可能となる
ことが大切です。当事者自らが参加し、活動の場をつくる
ことについて、ともに考える機会とします。この機会にぜ
ひご参加ください。

日　時　令和２年１月 30 日（木）
　　　　13：30 ～ 16：00（開場 13：00 ～）
場　所　奈良市中部公民館　５階ホール

参加費　無　料
定　員　350 名
問合せ・申込み
　地域支援第一係（奈良市法蓮町1702番地の1）
　電話：0742-93-3294　
　FAX：0742-26-2003
　E-mail：chiiki02@narashi-shakyo.com
※手話通訳が必要な方は、申込時にお知らせください。

けんりようご・ねっと奈良
奈良市二条大路南1丁目1-1　奈良市権利擁護センター内
TEL：  0742-34-4900    FAX ： 0742-34-4514
E-mail ：kenriyougonetnara@gmail.com

問合せ先

〈表彰式の様子〉 〈記念講演〉 〈交流会の様子〉

○認知症カフェの取り組み紹介（カフェきせき）
○介護予防の実践と要支援者を支える通いの場づくり
　（ヘルスアップらぼ）
○気になる人を受け止める総合相談体制づくり
　（北部総合相談支援ネットワーク）

相談無料
事前予約不要

時間制限なし

「なら高齢者・障がい者なんでも相談会」開催!!

第３部 つながりトーク 奈良市内の実践報告！

テーマ　「みまもりあいプロジェクト」
　　　　　～日本人の『互助』×ICT 連携から生まれる可能性～
　　　　　　講師：高原 達也氏
　　　　　　　　 【社団法人セーフティネットリンケージ代表理事】
　　　　　　　　 ※ICT＝情報提供技術

第２部 講　演 互助×ICT の仕組み！

テーマ　『つながり』から『支え合い』へ
　　　　　～ともに生き、ともに活きるということ～
　　　　　　講師：平井 正明氏【まほろば倶楽部
　　　　　　　　 （奈良若年性認知症・MCI の人々の集い）代表】

第１部 基調講演 当事者からの発信！

令和２年１月11日（土）　奈良県文化会館２階小ホール
　第１部　基調講演　10：00～12：00
　　　　　　「高齢者・障がい者なんでも相談会に専門職が取り組む意義」
　　　　　　　　  講師：井上　雅雄 弁護士（岡山パブリック法律事務所）
　第２部　なら高齢者・障がい者なんでも相談会　13：00～16：00

奈良地方
裁判所

●

奈良県立
美術館
●

奈良県
文化会館 奈良県庁

  ●

●
興福寺

近鉄奈良駅 春日大社

東大寺へ

大宮通り

三条通り

中部公民館
近鉄奈良駅
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令和元年度
賛助会員のご紹介

総会にご出席下さった

賛助会員のみなさま

ありがとうございました！！

（10月末日現在のご加入会員です）

【五十音順】
・井田商店
・お弁当のしあわせ家
・㈱カームネススマイル
・㈱ガラージュモリ
・㈲川上土地建物
・共同精版印刷㈱
・百済書房
・グループホームどんぐり
・㈱ココすまいる

・㈾佐保・福祉総合相談センター
・シンレキ工業㈱関西事業所
・セントラルビジネス㈱
・センナリフーズ㈱
・大和証券㈱
・戸尾建築設計事務所
・奈良交通㈱
・㈱奈良事務機
・奈良豊澤酒造㈱
・奈良ヤクルト販売㈱

・㈱南都銀行
・野村證券㈱奈良支店
・㈱梅松園
・ヒューマンヘリテージ㈱
・㈱堀川工務店
・ミック登美ヶ丘
・㈱八州エイジェント
・遊食彩ＫＯＮＩＳＨＩ
・㈱ヨシケイ・ライブリー
・MS奈良㈱

井上 雅雄氏

第３５回 奈良市社会福祉協議会総会を開催しました
令和元年１１月22日（金）

　総会では、永年にわたり地域や施設・団体等で福祉活動にご尽力されている方々への表彰状が贈呈されま
した。また、東近江圏域働き・暮らし応援センター “Tekito–”センター長の野々村光子氏をお招きし『彼ら
と地域の１０年後をみつめる～その人らしい働き、暮らしの応援～』と題した記念講演を行いました。
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毎日の生活の中で、法律や福祉について困ったことや悩んでいることはありませんか？
　奈良の福祉に関係する専門職の集まり「けんりようご・ねっと奈良」では平成29年12月から県内の弁護士、司法書士、社会
福祉士、精神保健福祉士、税理士、社会保険労務士、行政書士等の多職種が集い様々なテーマで勉強会を開いています。
　「けんりようご・ねっと奈良」の新たな取り組みとして、この度【高齢者・障がい者なんでも相談会】を開催します。上記の専
門職がコンビを組み、一緒にワンストップで無料相談を行います。併せて、全国に広がる「なんでも相談会」の先駆者である井
上雅雄弁護士による講演を行います。当事者の方だけでなく、支援者の方もぜひお越しください！

「地域の支え合いフォーラム2019」開催!!
　さまざまな生きづらさを抱えていても、一人ひとりが尊
重され、その本人に合った形での社会参加が可能となる
ことが大切です。当事者自らが参加し、活動の場をつくる
ことについて、ともに考える機会とします。この機会にぜ
ひご参加ください。

日　時　令和２年１月 30 日（木）
　　　　13：30 ～ 16：00（開場 13：00 ～）
場　所　奈良市中部公民館　５階ホール

参加費　無　料
定　員　350 名
問合せ・申込み
　地域支援第一係（奈良市法蓮町1702番地の1）
　電話：0742-93-3294　
　FAX：0742-26-2003
　E-mail：chiiki02@narashi-shakyo.com
※手話通訳が必要な方は、申込時にお知らせください。

けんりようご・ねっと奈良
奈良市二条大路南1丁目1-1　奈良市権利擁護センター内
TEL：  0742-34-4900    FAX ： 0742-34-4514
E-mail ：kenriyougonetnara@gmail.com

問合せ先

〈表彰式の様子〉 〈記念講演〉 〈交流会の様子〉

○認知症カフェの取り組み紹介（カフェきせき）
○介護予防の実践と要支援者を支える通いの場づくり
　（ヘルスアップらぼ）
○気になる人を受け止める総合相談体制づくり
　（北部総合相談支援ネットワーク）

相談無料
事前予約不要

時間制限なし

「なら高齢者・障がい者なんでも相談会」開催!!

第３部 つながりトーク 奈良市内の実践報告！

テーマ　「みまもりあいプロジェクト」
　　　　　～日本人の『互助』×ICT 連携から生まれる可能性～
　　　　　　講師：高原 達也氏
　　　　　　　　 【社団法人セーフティネットリンケージ代表理事】
　　　　　　　　 ※ICT＝情報提供技術

第２部 講　演 互助×ICT の仕組み！

テーマ　『つながり』から『支え合い』へ
　　　　　～ともに生き、ともに活きるということ～
　　　　　　講師：平井 正明氏【まほろば倶楽部
　　　　　　　　 （奈良若年性認知症・MCI の人々の集い）代表】

第１部 基調講演 当事者からの発信！

令和２年１月11日（土）　奈良県文化会館２階小ホール
　第１部　基調講演　10：00～12：00
　　　　　　「高齢者・障がい者なんでも相談会に専門職が取り組む意義」
　　　　　　　　  講師：井上　雅雄 弁護士（岡山パブリック法律事務所）
　第２部　なら高齢者・障がい者なんでも相談会　13：00～16：00
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地域支援第一係
奈良市法蓮町 1702 番地の１ 奈良市ボランティアセンター内

TEL : 0742‒93‒3294
E-mail：chiiki02@narashi-shakyo.com

地域支援第二係
奈良市三碓町 2204 番地

TEL : 0742‒93‒3741
E-mail：ongaku@silver.ocn.ne.jp

三笠、若草、春日・飛鳥、都南、東部圏域
にお住まいの方（概ね国道２４号線以東）

北部、平城、京西・都跡、伏見、二名、登美ヶ丘、
富雄東、富雄西圏域 にお住まいの方（概ね国道２４号線以西）

今回は生活支援コーディネーターの

動きを一部お伝えしました。

次号からは、生活支援コーディネーターが

地域で見つけたキラッと光る福祉活動を

紹介します。乞うご期待！！

２019年現在、奈良市全域の担当者1名と
日常生活圏域（地域包括支援センター圏域）

の担当者13名がいます。

第42号まで掲載しました「あなたのまちの地域福祉活動」コーナーにて、奈良市内の46地区（概ね小学校区）の活動をお伝えしました。
今回は、それら46地区に出向き活動する私たち「生活支援コーディネーター」の役割と活動内容を紹介します。

※生活支援コーディネーターは、介護保険法の生活支援体制整備事業を奈良市社会福祉協議会が奈良市から事業委託され、配置しています。

　奈良市内には、たくさんの「気軽に人とつながること
ができる」「自分の居場所や役割を持つことができる」
場所（＝通いの場）があります。通いの場をもっと多く
の人に知ってほしいという思いで、このガイドブックを
作りました。「ここに行ってみようかな」「新しく通い
の場を作りたい」など、通いの場に関する様々な思いや
疑問に役立つ一冊です。是非ご活用ください。
　日々新たな通いの場を探していますので、情報があり
ましたら教えてください。

一人暮らしで寂しいな。
誰かと話せるところ、
　ないかしら？

近頃のサロンは、
マンネリ化
してきたなぁ

私たちのめざしていることは、地域にお住まいの方や活動者とともに、住み慣れた地域で安心して暮らせる「福祉のまちづくり」の実現です。

こども食堂を
　　立ち上げたい！
誰か相談にのって～！

お隣の一人暮らしの
おじいちゃん、最近外で
見かけなくて気になって…

施設として地域貢献したいけれど、
 なにが求められているの？

『通いの場ガイドブック』
ご存知ですか？

 地域のサロン活動の幅が広がるよう、レクリエーション用具
の貸し出しをしています。この度新しく“ボッチャ”が仲間に
加わりました♪ ※貸し出しは地域支援第二係で受け付けしています。

レクリエーション用具、貸し出します

　皆さまの思いを重ねると、素敵
な活動が生まれるのではないかと
考え、施設の空きスペース等の活
動場所提供について情報を集めて
います。
　「こんな場所が欲しい」や「こ
んな場所あります」の声をお聞か
せください。私たちが出会いの場
を演出します。

求む・活動場所提供情報！

福祉
のま
ちづく

りに関することは…

ベ
ス
ト

を着た私たちにお尋ね
くだ

さ
い
♪

“ボッチャ”ってご存知ですか？赤と青、２チームに分かれ
て白の的球に自分の色の持ち球を投げ、的球に近付けた方
が勝利。ルールは簡単！誰でもすぐにできちゃう“ボッ
チャ”をみなさんも体験してみませんか？

通いの場を応援します！
地域の居場所の見える化

地域資源のコーディネート

私たちは、
地域支援課にいます

自分の地域って
どんな活動をしているの？
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活動場所…どこか
良いところはないかな？
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前田総合事務所司法書士
司法書士 前　田　真　一

初回相談無料
（土日祝ＯＫ）
事 前 予 約 制

初回相談無料
（土日祝ＯＫ）
事 前 予 約 制

福祉車両のレンタカー
お気軽にご用命ください

奈良市北之庄西町 1 丁目 11-3TEL : 0742-61-5662（すずき）

ハイエース　2台
ノア　1台
ワゴンＲ　1台

障 害 年 金

気軽にご相談ください

090-8481-4867

・ 国の年金制度です ・ 原則２０～６４歳が対象

・ 病気やけがで日常生活が困難な方

精神、各種がん、身体、視聴覚・腎・肝・肺・心など

あらき社労士事務所

もらい損ねていませんか？

奈良市秋篠三和町 1 - 9 - 7

0120-0742620120-0742620120-074262
締切日はご利用週の前週水曜日

「楽らく味彩」3食セットで「楽らく味彩」3食セットで
1,0201,020
1食あたり340円1食あたり340円

奈良県ひきこもり相談窓口ひきこもり相談外来　三家クリニック

【連絡先】奈良市登大路町30（奈良県庁1階）
　　　　　TEL（0742）27-8130

あなたのまんま

【連絡先】奈良市三碓町2204番地
　　　　　TEL（0742）93-3741

【連絡先】大阪府寝屋川市八坂町29-1
　　　　　TEL（072）829-2500
　　　　　  京阪電車「寝屋川市駅」より徒歩5分

みつや

　　ひきこもりとは？？
「仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに、６ヶ月以上続けて自宅にひきこもってい
る状態」のこと（厚生労働省の定義より）

『ひきこもってても、ええやん』
　当事者やご家族が、「ひきこもっててもええやん！」と思えることが、ご本人の肯定感につながり、「生きること」の意欲に
なっていくと言われています。そう思えるには、「良き理解者がいる」という安心感や人との出会いが大切になり、「生きる」
を支えることになります。専門的な支援者だけでなく、周囲の人の関わりなど「地域のチカラ」も必要です。
　今回、紹介した機関や居場所以外にも、多様な活動や場が奈良市内には存在します。ご本人・家族、また周囲の人でも可能で
すので、ぜひご連絡下さい。

『8050問題』
ご存知ですか??

● 奈良市社協では行政や関係機関とともに、ひきこもり支援に取り組んでいます ●
　問合せ先　　地域支援課地域支援第二係　　TEL：0742-93-3741

奈良県庁1階、正面玄関を入って左の、青少年・社
会活動推進課内に窓口があります。ひきこもりに関
する相談を、ご本人・ご家族等から受けています。（年
齢制限なし、家族のみの相談可能）
Ｑ．相談時に大切にしていることは？
　今まで、ご本人・ご家族も苦しんでこられたと思
うので、少しでも気が楽になるようなお手伝いがで
きればと思っています。
　「子どもと会話が出来ました！」「最近外出ができ
るようになりました！」などの小さな成功体験を相
談者の方々と一緒に喜びながら、支援を続けていま
す。
Ｑ．ご本人・ご家族へメッセージは？
　一人一人のゴールや目指すところは違うと思いま
す。ご本人・ご家族がそれぞれ「しあわせ」になっ
て欲しいと思っています。まずは話をお聴かせくださ
い。一緒に考えましょう。
Ｑ．地域に期待すること
　ひきこもりの方だからといって特別扱いや過剰な
お節介、偏見を持たないで欲しいです。同じ住民、
市民だと思って接してもらえればいいなと思います。

月に2回（毎月第2金曜・第4月曜）、コミュニティスペース“ま
んま”（三碓町）にて10時から14時まで開催しています。

“ひきこもっている方やその家族の居場所。 自分のペースで
過ごせる場所。同じ思いを共感できる場所。 無理をしなく
ていい場所。”をコンセプトに、不登校児やひきこもりの親
の集いを20年以上開催し続けているボランティア団体ハー
トハースとまんまの会（ひきこもりサポーター養成講座受
講者）のメンバーで運営しています。
一番の特徴は、色んな年齢層の人が、お互いを意識してゆ
るやかにつながりながら、無理をせずに自主的に活動して
いることです。
Ｑ．居場所の良いところは？？
　色んな人が出会って、お互いにパワーの受け渡しが出来
る。元気をもらえる場になっているという事です。
Ｑ．今後は・・・？
　こういう居場所を拡げてい
きたいと思っています。

引き続いて、居場所に参加している当事者の方に話を伺い
ました。
Ｑ．ここに来るようになったきっかけは？
　｢フリースクールの時に関わっていたボランティアの人に
紹介されて｣
　「母から勧められて」
Ｑ．居場所に参加し続けられているのはどうして？
　「あれしろ、これしろと言われたり、指示されたりしない
し、自由だから｣
　「しんどかったら休んでもいいし、休憩も自由にできる」
　「皆さんがやさしく、色んな人から話が聴けるし、話を聴
こうとしてくれる」
　「コープでの仕事の体験から、仕事をもらえたら」
Q．こういう場所（居場所）を知らない当事者へ向けて一言
　｢気軽に見学に来てもらいたい｣
　｢色んな人がいるので、一度、見学に来て欲しい｣
　｢一緒だよ！っていう気持ちを伝えたい｣

三家クリニック「ひきこもり相談外来」は“多機能型精神科診
療所”として、医師・看護師・精神保健福祉士・作業療法士が
連携し、多職種協働のチームで診療や生活の場のサポートをさ
れています。
Q．ひきこもり相談外来を始められたきっかけは？
　支援が届かず孤立している家族や本人を支える「外来精神医
療」の仕組みが必要でした。患者の回復を目指すには、デイケ
アや就労支援、地域との連携が不可欠だと考えたからです。
Ｑ．大切にしていることは？
　「生活しているところから、いつでも気軽に通える診療所で
あること」「専門性のあるさまざまなスタッフが、チームで一
緒に関わること」「多様性のあるみなさんの、それぞれの希望
に応えること」
そして、地域社会へつないでいくことです。
Ｑ．何か、メッセージは？？
　一つの医療機関だけでできることは限られているため、ご本
人に必要な場や多様な人との関わりの中で、生活を再構築して
くプロセスが大事になります。
　「人とのつながり」をきっかけとして回復への道を共に歩む
ためには、私たち自身が人とつながる喜びと、人は変われると
いう思いを持ち続けられる事が、大切だと思います。

奈良市においても、ひきこもりに関する相談が増えています。支援や人との関わりが必要な家族や当事者が、まずは孤立しない、当事者
や家族と「つながり続ける」人の存在が一番重要ではないかと言われています。当事者や家族との関係を切らず、『つながりを続けてい
る』関係者のみなさんに、話を伺いました。

「80」代の親が「50」代の子どもの生活を支えるという問題で、親子が社会的に孤立し、生活が立
ち行かなくなる深刻なケースが目立ちはじめています。
背景には様々な要因があり、その一つに「50」代の子どもの「ひきこもり」があります。

「ひきこもり」という言葉が社会に出始めるようになった1980年代には、若者の問題とされていま
したが、約30年が経ち、当時の若者が40代から50代、その親が70代から80代となり、長期化・
高齢化が問題となっています。
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る。元気をもらえる場になっているという事です。
Ｑ．今後は・・・？
　こういう居場所を拡げてい
きたいと思っています。

引き続いて、居場所に参加している当事者の方に話を伺い
ました。
Ｑ．ここに来るようになったきっかけは？
　｢フリースクールの時に関わっていたボランティアの人に
紹介されて｣
　「母から勧められて」
Ｑ．居場所に参加し続けられているのはどうして？
　「あれしろ、これしろと言われたり、指示されたりしない
し、自由だから｣
　「しんどかったら休んでもいいし、休憩も自由にできる」
　「皆さんがやさしく、色んな人から話が聴けるし、話を聴
こうとしてくれる」
　「コープでの仕事の体験から、仕事をもらえたら」
Q．こういう場所（居場所）を知らない当事者へ向けて一言
　｢気軽に見学に来てもらいたい｣
　｢色んな人がいるので、一度、見学に来て欲しい｣
　｢一緒だよ！っていう気持ちを伝えたい｣

三家クリニック「ひきこもり相談外来」は“多機能型精神科診
療所”として、医師・看護師・精神保健福祉士・作業療法士が
連携し、多職種協働のチームで診療や生活の場のサポートをさ
れています。
Q．ひきこもり相談外来を始められたきっかけは？
　支援が届かず孤立している家族や本人を支える「外来精神医
療」の仕組みが必要でした。患者の回復を目指すには、デイケ
アや就労支援、地域との連携が不可欠だと考えたからです。
Ｑ．大切にしていることは？
　「生活しているところから、いつでも気軽に通える診療所で
あること」「専門性のあるさまざまなスタッフが、チームで一
緒に関わること」「多様性のあるみなさんの、それぞれの希望
に応えること」
そして、地域社会へつないでいくことです。
Ｑ．何か、メッセージは？？
　一つの医療機関だけでできることは限られているため、ご本
人に必要な場や多様な人との関わりの中で、生活を再構築して
くプロセスが大事になります。
　「人とのつながり」をきっかけとして回復への道を共に歩む
ためには、私たち自身が人とつながる喜びと、人は変われると
いう思いを持ち続けられる事が、大切だと思います。

奈良市においても、ひきこもりに関する相談が増えています。支援や人との関わりが必要な家族や当事者が、まずは孤立しない、当事者
や家族と「つながり続ける」人の存在が一番重要ではないかと言われています。当事者や家族との関係を切らず、『つながりを続けてい
る』関係者のみなさんに、話を伺いました。

「80」代の親が「50」代の子どもの生活を支えるという問題で、親子が社会的に孤立し、生活が立
ち行かなくなる深刻なケースが目立ちはじめています。
背景には様々な要因があり、その一つに「50」代の子どもの「ひきこもり」があります。

「ひきこもり」という言葉が社会に出始めるようになった1980年代には、若者の問題とされていま
したが、約30年が経ち、当時の若者が40代から50代、その親が70代から80代となり、長期化・
高齢化が問題となっています。
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～今お持ちの健康保険証が使える～

ゆうとぴあグループでは１年間延べ2万人の施術実績

脳疾患の後遺症が
あるのですが、病状もよく
わかってくれる先生で、
話もよく聞いて
もらっています。

糖尿病で人工透析を
受けていますが、

訪問マッサージは便利です。
透析のスケジュールに
合わせてもらいながら、
毎週３回お願いしています。

1回400円～440円
程度です。

土曜日午後・日・祝・お盆・年末年始土曜日午後・日・祝・お盆・年末年始

昨年も台風による水害や首里城の火災など大きな災害が日本各地で起こりました
ね。先日、街頭募金に立たせていただきましたが小学生の女の子が自分のお小遣い
から募金をしてくれました。とても心温まる瞬間でした。被害にあわれた皆様に彼女
の思いが届いてほしいと思います。（編集委員H）

発行 ： 社会福祉法人　奈良市社会福祉協議会
発行責任者 ： 事務局長　高原　俊裕
〒630-8454 奈良市杏町79番地の4
TEL ： 0742-93-3100　FAX ： 0742-61-0330
E-mail ： hureai@narashi-shakyo.com
URL ： http://www.narashi-shakyo.com 検索奈良市社協
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今年度第３回目も1,500 名以上の方がご来場下さり、大変賑わったオータム・アミーゴ・フィエスタ。
趣旨に賛同下さる方がどんどん増え、毎年新しい企画もスタート！色々な楽しみ方が広がっています。
これからも地域や障がい、年代の垣根を越えてより多くの出逢いやふれあいが生まれるような取り組
みを続けていきます。当日ご参加・ご協力下さった皆様、本当にありがとうございました♪

11月 9日（土）
会場：奈良市総合福祉センター

主催：奈良市心身障害者・児福祉協会連合会／奈良市社会福祉協議会

アミーゴ★ステージ
地域で活動されている和太鼓や
吹奏楽団の演奏に加え、高校生
ダンスやプロのパーカッション演
奏などもあり、お客様も一体と
なって楽しみました

アミーゴ★ひろば
ハーバリウムやレザークラフトな
ど手作り体験に加え、フェイスペ
イントやネイルなどができるコー
ナーもあり、とっても盛り上がり
ました

アミーゴ★マルシェ
今回初出店のお店も加わり人気の
キッチンカーなどバラエティ豊か
になんと13店舗！どのお店も美味
しいと大変好評でした

事業報告事業報告

利用者家族Aさん　子どもがいろいろなステージを観たり、ハーバリウムやキャラクター帽子づくりなど
を体験し、とても喜んでいました。また来年も楽しみにしています。

利用者Bさん　ステージはとても緊張したけれどみんなと一緒に歌えて楽しかったです。屋台もたくさんあり、どれも美味しかったです。
市民Cさん　今回初めて遊びに来ましたがとても暖かい空間のイベントだなぁと感じました。小さい子どもと一緒でしたが様々な企画が
あり一日楽しめました。

お客様の声をご紹介




